
の
多
い
今
こ
そ
、
み
ん
な
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
話
だ

っ
た
。

民
主
主
義
の
実
現
。
そ
の

た
め
に
は
経
済
民
主
主
義
や

防
犯
民
主
主
義
が
側
面
支
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

再
確
認
で
き
た
。な
お
、Ｏ
Ｓ

Ｋ
は
宝
塚
に
比
べ
る
と
知
名

度
が
高
く
な
い
よ
う
で
、
長

ら
く
苦
難
の
道
を
歩
ん
で
き

た
。
業
績
悪
化
で
２
０
０
３

年
に
支
援
は
打
ち
切
り
。
有

志
が
再
建
し
た
も
の
の
２
０

０
７
年
に
経
営
破
綻
し
た
。

２
０
１
８
年
か
ら
は
ネ
ク
ス

ト
ウ
ェ
ア
社
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
正

会
員
）
の
傘
下
に
。
公
演
に

応
じ
て
劇
団
員
が
自
ら
衣
装

を
縫
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
民

主
主
義
国
家
が
減
少
し
、
独

裁
主
義
の
国
家
の
数
が
増
え

て
い
る
。

原
因
は
民
主
主
義
内
の
貧

困
化
、
自
国
優
先
主
義
、
民

族
至
上
主
義
、
不
正
の
ま
ん

延
、
政
治
へ
の
不
参
加
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。

世
の
中
が
悪
い
、
政
治
が
悪

い
、俺
に
は
関
係
な
い
、な
ど

と
嘆
き
諦
め
る
こ
と
も
多
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
震
災
の

中
を
が
ん
ば
っ
た
ア
ル
バ
イ

ト
や
店
長
の
よ
う
に
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
た
Ｏ
Ｓ

Ｋ
の
よ
う
に
、
一
隅
を
照
ら

す
こ
と
で
、
そ
れ
が
連
鎖
と

な
り
、
光
が
光
を
生
み
、
よ

り
世
界
を
照
ら
す
こ
と
に
な

る
。
身
近
な
Ａ
ｃ
ｔ　

Ｌ
ｏ

ｃ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
の
実
践
は
、
Ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ｋ　

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

ｌ
ｙ
へ
と
理
論
構
築
さ
れ
、

広
く
民
主
主
義
へ
の
再
生
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
あ

っ
て
欲
し
い
と
切
に
願
う
。

奉
公
に
出
さ
れ
た
錬
一
郎
と

い
う
主
人
公
が
、
官
軍
の
兵

士
と
し
て
参
加
し
、
周
囲
の

人
間
か
ら
「
へ
ぼ
侍
」
と
揶

揄
さ
れ
な
が
ら
も
、
人
々
の

生
活
を
守
る
た
め
に
「
説
得

こ
そ
、
へ
ぼ
侍
の
武
士
道

だ
」
と
い
っ
て
、
次
第
に
実

業
家
と
し
て
の
生
き
方
を
見

出
し
て
い
く
。
戦
争
や
災
害

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一

つ
と
し
て
、
業
界
に
長
ら
く

貢
献
し
、
後
進
の
模
範
と
な

ら
れ
て
い
る
方
々
を
「
職
業

専
門
委
員
」
に
認
定
す
る
制

度
を
令
和
６
年
度
通
常
総
会

（
６
月
７
日
開
催
）
に
て
発

出
す
る
予
定
で
あ
る
。
ユ
ー

ザ
ー
様
の
安
心
・
安
全
に
向

け
、
血
の
通
っ
た
現
場
重
視

の
活
動
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
あ
る
。
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
が
、
職
業

専
門
委
員
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
る
「
現
場
対
応
の
技
能
」

「
心
理
的
な
技
量
」「
永
劫
の

使
命
（
官
民
一
体
）」
が
そ
れ

を
支
え
て
い
る
。

新
約
聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
の
福

音
書
８
章
に
あ
る
『
真
理
は

あ
な
た
た
ち
を
自
由
に
す

る
』『
罪
を
犯
す
者
は
誰
で

も
罪
の
奴
隷
で
あ
る
』
と
い

う
イ
エ
ス
の
言
葉
を
噛
み
し

め
、
職
業
専
門
委
員
と
し
て

の
自
由
度
を
高
め
、
正
し
い

実
践
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

へ
ぼ
侍
に
学
ぶ

２
月
３
日
（
土
）
に
Ｏ
Ｓ

Ｋ
日
本
歌
劇
団
の
へ
ぼ
侍
〜

西
南
戦
争
物
語
〜
（
翼
和
希

主
演
）
を
観
劇
し
た
。
こ
の

作
品
は
、
明
治
維
新
後
の
西

南
戦
争
を
舞
台
に
、
士
族
の

家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
家
が

没
落
し
た
た
め
商
家
に
丁
稚

備
「
科
学
保
安
員
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
２
０
２
３
年
版

https://www.j-ss.jp/

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
認
定
の
先
端
警

備
「
科
学
保
安
員
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
２
０
２
３
年
版

https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20230320-2.pdf

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
「
推
薦
製
品
」

認
定
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２

０
２
３
年
版

https://www.jeas.gr.jp/

pdf/20230202-2.pdf

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
セ
ル
フ
レ
ジ
不

正
防
止
の
た
め
の
冊
子
２
０

２
３
年
版
（
一
部
非
公
開
）

https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20230727-1.pdf

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
職
業
専
門
委
員
の

創
設

Ａ
Ｓ
は
新
た
に
顕
在
化
し
た

セ
ル
フ
レ
ジ
不
正
に
対
す
る

対
策
の
検
討
や
、
地
域
防
犯

を
可
能
に
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
「
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
」

を
第
一
号
と
す
る
推
薦
製
品

制
度
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
進

化
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
社
も
現
場
の
最
前
線
で

万
引
犯
罪
と
対
峙
す
る
際
に

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
通
し
て
得
た
ス

キ
ル
を
活
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
最
前
線
で
得
ら
れ
た
窃

盗
団
を
始
め
と
す
る
万
引
犯

罪
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見

を
加
盟
各
社
や
地
域
社
会
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
魅

力
的
な
人
材
を
育
成
し
て
参

り
ま
す
。

https://www.j-ss.jp/

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
認
定
の
先
端
警

し
て
有
効
な
顔
識
別
機
能
付

き
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
現
場

が
感
じ
て
い
た
個
人
情
報
の

運
用
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
操
作
に

対
す
る
不
安
と
い
う
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
加
盟
各
社

で
作
り
上
げ
た
推
奨
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
制
度
は
、
現
場
で

安
心
し
て
使
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
普
及
に
貢
献
し
て
い

る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
び
の
効
果

当
社
で
は
推
奨
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
制
度
や
科
学
保
安
講

習
な
ど
の
当
社
が
参
加
し
た

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

得
ら
れ
た
知
識
や
経
験
の
他

に
も
、
全
国
万
引
犯
罪
防
止

機
構
の
ロ
ス
対
策
士
資
格
を

積
極
的
に
取
得
す
る
な
ど
、

保
安
警
備
業
務
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。警

備
業
務
の
国
家
資
格
で

あ
る
警
備
員
検
定
や
各
種
消

防
資
格
に
加
え
て
、
ロ
ス
対

策
の
専
門
知
識
・
技
術
を
身

に
着
け
た
警
備
員
は
事
件
・

事
故
の
進
化
速
度
に
臆
す
る

こ
と
な
く
自
信
を
持
っ
て
保

安
警
備
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
に
喜
ん
で
頂
い
た
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
は
再
度
の
御

発
注
を
頂
く
だ
け
で
な
く
、

万
引
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る

他
の
小
売
店
様
へ
当
社
を
御

紹
介
頂
け
る
こ
と
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

昨
年
末
に
は
こ
れ
ま
で
下

が
り
続
け
て
い
た
万
引
認
知

件
数
が
前
年
同
期
比
を
上
回

る
な
ど
新
た
な
局
面
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｅ

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
個
々
の
小
売
店

に
お
い
て
は
そ
の
取
り
扱
う

商
品
の
魅
力
ゆ
え
に
転
売
を

目
的
と
し
た
窃
盗
犯
に
よ
る

被
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

現
実
が
今
尚
存
在
し
て
い
ま

す
。被

害
へ
の
対
策
を
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
中
で
新
し
い
技
術
の
活
用

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
親
交
の
あ

っ
た
株
式
会
社
三
宅
の
三
宅

社
長
よ
り
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
御
紹

介
頂
き
「
絶
対
役
に
立
つ
か

ら
」
と
断
言
さ
れ
て
加
入
し

た
結
果
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
や
顔
識
別

機
能
付
き
カ
メ
ラ
を
始
め
と

す
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
作

る
メ
ー
カ
ー
や
そ
れ
を
取
り

扱
う
商
社
、
保
安
警
備
の
専

門
会
社
等
、
多
く
の
会
員
企

業
様
と
交
流
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

警
備
会
社
が
参
加
す
る
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
講
習
会
を
通

し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は

「
発
明
」
と
「
業
務
に
対
す

る
深
い
理
解
」
の
両
方
が
必

要
だ
と
学
び
ま
し
た
が
、
稲

本
会
長
が
提
唱
す
る
「
協
働

防
犯
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
集
う
国
内

外
の
メ
ー
カ
ー
が
持
つ
Ａ
Ｉ

等
の
新
技
術
と
、
保
安
警
備

会
社
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
万

引
犯
罪
に
対
す
る
知
見
を
そ

れ
ぞ
れ
に
吸
収
し
な
が
ら
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
本
業
に
活
か

す
光
景
に
は
大
変
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
広
域
で
特
定
商
品
を

狙
う
よ
う
な
窃
盗
団
対
策
と

を
上
回
る
知
識
・
技
術
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
従
業
員
に
対
す
る

最
新
技
術
・
知
識
に
基
づ
い

た
徹
底
し
た
教
育
を
行
う
と

と
も
に
、
警
備
関
係
・
関
連

し
た
資
格
を
積
極
的
に
取
得

さ
せ
る
こ
と
を
当
社
の
基
本

方
針
の
中
で
明
言
し
て
き
ま

し
た
。

保
安
警
備
の
状
況

私
は
当
社
に
お
い
て
20
年

に
わ
た
り
保
安
警
備
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

20
年
の
間
に
官
民
一
体
の
努

力
に
よ
り
万
引
を
始
め
と
す

る
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
大

布
す
る
予
定
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

シ
リ
ー
ズ
「
変
化
・
変
容
の

時
代
に
世
の
お
役
に
立
つ
」

（
３
）　

同
志
で
学
び
合
う

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｓ
執
行
役

員　

第
一
保
安
警
備
事
業
部

　

部
長　

林 

俊
一

（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
科
学
保
安
講

習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｇ
長
及

び
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
推
奨
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
制
度
技
術
長
）

Ｊ
Ｓ
Ｓ
基
本
方
針

当
社
は
各
種
警
備
業
務
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
事
件
・
事
故
の
進
化
速
度

Ｅ
Ａ
Ｓ
会
場
ブ
ー
ス
（
東
８

ホ
ー
ル
は
Ｓ
Ｓ
８
０
０
６
）

で
は
各
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
を
す
る
予
定
で
あ

る
。（

写
真
右
）
前
回
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
ブ
ー
ス

と
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は
会
員
の
先

進
的
な
活
動
を
シ
リ
ー
ズ

「
変
化
・
変
容
の
時
代
に
世

の
お
役
に
立
つ
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
共
有
し
て
い
る
。

次
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
会
報
40
号
を
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
や
ブ
ー
ス
で
配

の
合
否
や
等
級
を
認
定
す
る

こ
と
。
ま
た
は
特
定
の
職
業

に
就
く
た
め
に
不
可
欠
な
も

の - 

（
例
：
日
商
検
定
・
警
備

業
務
検
定
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０

２
４　

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

と
ブ
ー
ス

３
月
14
日
（
木
）
の
15
：
30

～
16
：
30
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
東
８
ホ
ー
ル
内
ス
テ
ー

ジ
で
の
日
経
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ー
２
０
２
４ 

Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
「
ロ

ス
対
策
＆
販
促
ア
ッ
プ
！
デ

ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
店
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
凄
技
」
が
開
催

さ
れ
る
。
登
壇
者
は
（
株
）

パ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス　

リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
本
部　

危
機
管
理

部　

部
長　

後
藤
信
明
様
、

（
株
）
ロ
ケ
ッ
ト
代
表
取
締

役
社
長 

林
潤
一
氏
、司
会
は

当
工
業
会
の
保
安
業
務
技
術

長
で
あ
る（
株
）Ｊ
Ｓ
Ｓ
執
行

役
員
東
京
統
括
部
長　

林
俊

一
氏
が
務
め
る
。
な
お
、
Ｊ

サ
ポ
ー
ト
：
技
術
基
準
委
員

会・
科
学
保
安
講
習
会
⇨
科
学

保
安
検
定
講
習
会　

主
幹
：

科
学
保
安
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
制

度
⇨
推
奨
顔
識
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
（
推
奨
顔
識
別
機
能
付

き
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
）
検
定

制
度　

主
幹
：
カ
メ
ラ
画
像

安
全
利
用
推
進
委
員
会

・
推
薦
製
品
認
定
制
度
⇨
推

薦
製
品
認
定
の
た
め
の
検
定

制
度　

主
幹
：
政
策
・
研
究

委
員
会

な
お
、
検
定
と
は
能
力
や

知
識
や
基
準
を
持
っ
て
お

り
、
か
つ
そ
の
行
為
を
行
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い

い
、
制
度
や
シ
ス
テ
ム
や
人

を
横
断
す
る
資
格
の
こ
と
で

あ
る
。

①
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
、
法
律
や
業
界
の
定
め
た

基
準
に
即
し
て
検
品
し
、
そ

の
合
否
や
等
級
を
認
定
す
る

こ
と
（
例
：
教
科
書
検
定
・

計
量
機
の
較
正
）。

②
特
定
の
資
格
に
必
要
な

技
術
や
学
力
を
検
査
し
、
そ

資
料
格
納
先　

https://w
ww.jeas.gr.jp/20231220.
zip

（
Ｐ
Ｗ
は
ｊ
ｅ
ａ
ｓ
）

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
窯
変
へ
の
対
応　

４
つ
の
検
定
制
度
へ

「
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
が
更
に
よ
り

良
く
窯
変
（
よ
う
へ
ん
）
し

て
い
る
。
顔
認
証
利
用
に
あ

た
っ
て
は
事
前
か
ら
の
店
頭

告
知
な
ど
の
「
社
会
受
容
性

へ
の
働
き
か
け
」
が
実
践
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
更
に
企
業
間
を
超
え
た

防
犯
情
報
共
有
に
よ
っ
て
、

地
域
の
店
舗
の
間
で
「
共
有

価
値
の
創
造
」
が
生
ま
れ
て

い
る
。

そ
れ
ら
の
窯
変
に
合
わ

せ
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は
２
月
９

日
（
金
）
の
理
事
会
で
、従
来

の
研
修
制
度
や
機
器
評
価
制

度
を
４
つ
の
検
定
制
度
に
名

称
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。

更
な
る
制
度
の
深
耕
に
努
め

た
い
と
思
う
。

・
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
講
習
会
⇨
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
検
定
講
習
会　

主
幹
：

政
策
・
研
究
委
員
会　

技
術

っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
々
の
生

活
を
守
り
通
し
た
。
講
演
の

途
中
か
ら
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
。

１
９
７
４
年
に
ウ
ォ
ル
マ

ー
ト
で
生
ま
れ
エ
ブ
リ
ー
デ

イ
ロ
ー
プ
ラ
イ
ス
（
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｐ
）
が
生
れ
て
、
今
年
で
50

年
に
な
る
。
そ
の
際
、
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
は
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｐ
の
定

義
を
「
短
期
的
な
売
上
対
策

を
追
う
病
か
ら
抜
け
出
し
、

長
期
的
な
推
進
力
を
得
る
、

こ
れ
が
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｐ
の
意
義
」

と
発
表
し
た
。
つ
ま
り
、
品

物
が
安
け
れ
ば
、
財
布
を
気

に
せ
ず
、
よ
り
多
く
の
人
が

自
由
に
買
え
る
。
人
生
の
自

由
度
が
増
え
、
豊
か
な
生
活

を
生
む
。
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｐ
は
災
害

の
時
こ
そ
、
小
売
業
は
地
域

生
活
者
の
生
活
代
理
人
と
な

る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
末
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
緊
急
セ
ミ

ナ
ー
よ
り

12
月
20
日
（
水
）
に
緊
急

セ
ミ
ナ
ー
「
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
等

利
活
用
に
向
け
て
の
人
材
育

成
と
〝
カ
メ
ラ
と
個
人
情
報

保
護
法
〟
パ
ン
フ
活
用
」
が

開
催
さ
れ
、
50
名
近
く
の
皆

様
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

冒
頭
で
は
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
「
推

薦
製
品
」
Ｎ
ｏ
・
０
０
４
に

選
ば
れ
た
Ｃ
ａ
ｓ
ｌ
ｅ
ｙ　

Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ　

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
（
株
）
の
Ａ
Ｓ

Ｃ
Ａ
／
不
審
者
検
知 

ｗ
ｉ

ｔ
ｈ 

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｒ
の
認
定
証

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

※
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
認
定

「
推
薦
製
品
」
と
は　

htt
ps://www.jeas.gr.jp/pdf/
20230202-2.pdf

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
来
賓
挨

拶
と
し
て
経
済
産
業
省　

商

務
情
報
政
策
局
情
報
技
術
利

用
促
進
課
（
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
課
）
総
括
係
長
の
森

野
智
子
様
よ
り
「
次
世
代
の

情
報
処
理
基
盤
の
構
築
に
向

け
て
～
Ａ
Ｉ
利
活
用
人
材
の

育
成
～
」
の
ご
説
明
を
い
た

だ
い
た
。

最
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
カ

メ
ラ
と
個
人
情
報
保
護
法
」

に
つ
い
て
は
個
人
情
報
保
護

委
員
会
事
務
局 

参
事
官
補

佐
の
木
村
一
輝
様
よ
り
解
説

い
た
だ
い
た
。　
　

１
月
31
日
に
ペ
ガ
サ
ス
政

策
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
最
初
の
講
演

は
能
登
半
島
で
被
災
し
た
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
担
当
者
の

話
だ
っ
た
。
こ
の
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
は
震
災
の
翌
日
か
ら

品
物
が
散
乱
す
る
状
態
で
店

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
震
災

の
７
分
後
に
事
業
部
長
か
ら

全
従
業
員
に
確
認
メ
ー
ル
が

通
達
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち

に
社
長
や
事
業
部
長
が
自
ら

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
倉
庫
に
あ

っ
た
Ｐ
Ｂ
商
品
と
志
願
す
る

応
援
ス
タ
ッ
フ
を
乗
せ
て
、

災
害
Ｍ
Ａ
Ｐ
情
報
を
見
な
が

ら
被
災
地
の
各
店
舗
に
駆
け

つ
け
た
。
震
災
当
日
に
現
地

に
向
か
う
車
は
災
害
支
援
に

向
か
う
自
衛
隊
の
車
両
と
同

社
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
だ
け
だ

っ
た
と
い
う
。
電
話
が
開
通

し
て
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

震
災
の
日
に
ア
ル
バ
イ
ト
Ⅰ

人
で
店
舗
運
営
を
続
け
た
店

が
あ
っ
た
。
あ
る
店
の
店
長

は
12
時
間
に
わ
た
り
首
ま
で

土
に
埋
ま
っ
て
い
た
が
ど
う

に
か
助
か
っ
た
。
店
長
は
命

あ
る
こ
と
に
感
謝
し
翌
日
か

ら
店
舗
に
立
っ
た
。

１
月
３
日
の
読
売
新
聞
に

は
こ
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。『
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
で
あ
る
石
川
県
志
賀

町
富
来
領
家
町
の
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
「
ゲ
ン
キ
ー　

富
来

店
」
で
は
品
物
が
散
乱
す
る

店
内
に
、
水
や
食
料
品
を
買

い
求
め
る
住
民
ら
が
詰
め
か

け
た
。
店
内
を
片
づ
け
る
前

に
店
を
開
け
た
と
い
う
』。

１
月
４
日
の
日
経
新
聞
に

は
『
地
震
後
も
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
を
開
け
て
い
る
Ｇ
ｅ
ｎ

ｋ
ｙ　

Ｄ
ｒ
ｕ
ｇ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ

ｅ
ｓ
は
４
日
も
、
石
川
県
内

の
「
ゲ
ン
キ
ー
」
全
店
舗
の

営
業
を
続
け
た
。「
物
流
が
戻

る
め
ど
は
立
た
な
い
が
、
在

庫
で
販
売
を
続
け
て
い
る
」

（
同
社
）
と
い
う
。
被
害
が

大
き
い
珠
洲
市
な
ど
の
計
９

店
舗
で
は
停
電
で
電
気
が
つ

か
な
い
が
、
近
隣
住
民
が
食

料
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
を

求
め
て
列
を
作
っ
た
』
と
あ

っ
た
。
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の

実
践
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

経
済
民
主
主
義
の
理
念
が
あ

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
４ 

協
働
防
犯（
8
）

T
h
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k
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（
超
訳
：
一
隅
を
照
ら
す
は
、
こ
れ
則
ち
世
界
の
宝
な
り
）




